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ラロ鼻塚群調査の目的

フィリピンにおいて考古学調査を統括する国立博物館考古学部門は70年代後半から､ル

ソン島北東部カガヤン河東岸のベニヤブランカ地区一帯に広がる石灰岩台地における洞

穴 ･岩陰 ･閑地遺跡の総合的調査プロジェクトを開始し､現在までの調査によって剥片石

器文化と土器の出現との関係や様々なバリエーションを持つ墓制等､当該地域の先史文化

の様相が鮮明になってきた (RonquilloandSantiago1977,Ronquillo1980)｡こうしたフィリ
ピン国立博物館による調査の方向性に呼応して､外人研究者による調査も当該地域で活発

に行なわれてきた (Thie1191;0,1989,1990,SnowandShutter1985,青柳 1977,1979,Aoyagi
1983)｡

カガヤン河下流域に50kmにわたって分布するラロ貝塚群の調査は､80年代後半からフ

ィリピン国立博物館と日本人研究者との共同調査というかたちで開始された.80年代の終

わりまでに河岸段丘上の貝塚遺跡の分布調査や試掘調査が実施されたが (青柳･田中1985,

青柳 ･Aguilera･小川 ･田中 1986,1988,1989,1991,Cabanilla1972,OgawaandAguilera1992,

Orogo1980)､90年代からは調査地域を河岸から丘陵地域に広げながら､洞穴遺跡の調査

も貝塚と併行して実施している(Bautista1996-1997,delaTorTe1995-2000,Garong1996a,b,
Ogawa1996-2000,Orogo1995,Tanaka1996-2000,樋泉 1999).
ラロ貝塚群調査の目的は､

1)貝塚の層位学的発掘によって得られた資料をもとに､年代測定値を援用しながらカガ

ヤン河下流域の型式学的編年体系を確立し､周辺地域における諸文化との比較研究の

基礎とする､

2)貝塚や洞穴遺跡から得られた人工 ･自然遺物資料をもとに､低地や山地などの異なる

微小環境における資源開発の生業パターンについての情報を蓄積する､

3)最終的に農耕開始以降の当該地域における農耕社会､貝採集社会､狩猟採集社会とい

う生業活動を異にする諸社会間の相互依存関係の歴史的プロセスを解明することで

ある｡

農耕開始以降､この地域における先史文化の様相は非常に複雑である｡すなわち農耕社

会と貝採集社会が低地で生業を営む一方､山地では人類史的に農耕以前の生業形態である

狩猟 ･採集を営む人々が同時代的に生活している｡現在両者は交流をとうして経済的 ･社

会的な ｢相互依存関係｣ を確立している｡カガヤン州内の狩猟採集民イタやアグタの事例

にみられるように､異なる生業活動を背景とする社会間で現在実践されている相互依存関

係は､過去においても存在していたと予想することができる (PetersonandPeterson1977,

Gd斑nandGd缶n1985,Rambo･et.al.1988,HeadlandandReid1989)O
過去から現在に至るまでの､技術的 ･経済的な背景を異にする諸社会間の交流や相互依

存関係のあり方を考古学的に解明していくには､考古学調査で得られた遺物や遺跡の時空

間的分布を時代ごとに正しく再配置する必要がある｡当該地域の過去の生活の痕跡や環境

の様相を時代ごとに整理し､生活の営みや自然環境の変化のパター･ンをとらえることによ

って､異なった生業基盤や社会規範をもつ諸社会間の相互関係に迫ることが可能となる｡

しかしそのためには考古学の方法だけでは十分とはいえない｡自然科学のさまざまな分野

の方法をはじめとして､文化人類学､文献史学など他分野にわたる方法を必要としている｡
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ラロ貝塚群調査では日比両国の考古学をはじめとする､多分野にわたる専門家が協力して

調査を継続している｡

発掘調査によって得られた遺物や遺跡の情報に時空間の広がりや尺度を与える編年作

業は､本研究の第一歩に位置づけることができる｡しかしながらラロ貝塚群のあるカガヤ

ン河下流域では､日本のように考古学の編年作業が整備されているわけではない｡むしろ

日本の考古学創世期さながらに､ひとつひとつの遺物､遺跡の先後関係を相対的に関係づ

けていかなくてはならない｡しかし創生期と大きく異なるのは､われわれには絶対年代の

測定が可能なことである｡測定によって得られた絶対年代と遺物による相対年代を組み合

わせながら､カガヤン河下流域の地域的編年を構築中である｡

避静鎗布と性格

カガヤン河は､ルソン島北東部を南北約 300kmにわたって流れ､バブヤン海峡に注ぐ､

フィリピン有数の河川である｡この河によって形成されたカガヤン渓谷は､東をシエラO

マドレ､西をコルディリエラ､南をカラバリオの各山脈に囲まれている｡ラロ貝塚群は､

このカガヤン河の下流域40kmに点在する｡ラロの町は16世紀終わりにスペイン人が北部

ルソン島経営の拠点を築いてヌエバ Oセゴビアと呼ばれ､且9世紀までは広く当該地域の政

治的､経済的､宗教的な中心として栄えていた｡

ラロ貝塚群は河口からデルタの形成がはじまる 10km遡った地点から､上流 50km地点

までの間のカガヤン河両岸に分布している岬ig.1)O現在までに確認されている貝塚は20カ
所以上で､その規模は､長さ500m､幅 100m､深さ2m以上の大規模なものから､直径 10m

前後の小規模のものまでさまざまである｡貝塚の立地条件にしたがってその分布パターン

を以下の4つに分類することが可能である｡

1)河岸の自然堤防上:カガヤン河に面した標高約6-7m､河面比高満潮時で約3m (千

満の差 1.5m)の自然堤防上に位置する貝塚群であるOその規模はいずれも大きく､最大の

もので長さ500m､幅 100m､深度2mにも及ぶ｡このような大規模貝塚は5カ所確認され

ている｡さらにその内3カ所の遺跡では現在でも貝の採集が行なわれており､貝塚の形成

が続けられる｡遺跡を形成している貝種と現在採集されている貝種とはほぼ同じである｡

遺物は厚手の沈線文あるいは無文の黒色土器群を中心として､中国陶磁片､磨製方角石斧

片が検出されている｡貝以外の自然遺物には陸棲動物 ℡魚骨が多種にわたって検出されて

いる｡貝層の年代に関してはTab且e且に提示したように､カタヤワン(Catayauan)貝塚のコン

シソ(Concise)､シソン(Sisom)両遺跡の一30--且45cm深度で957-1189年の較正年代が得られ
ている｡

また貝層下のシル ト層を掘り込んだ､黒色土器を副葬品とする伸展葬墓が3遺跡で検出
されている｡副葬品は台付の碗や小型の嚢などの黒色土器を中心とし､腕輪用のガラスビ

ーズも出土している｡これらの埋葬地はいずれも黒色土器を副葬し､貝層直下に形成され

ていることから､貝塚が形成されていた時期と同じ文化層に属するものと考えられる｡し

かし墓境内からは貝が検出されないことから､貝の廃棄場所と墓域を意識的に区別してい

た可能性が想定できる｡埋葬地の年代は2遺跡で得られており(サンタマリア(S弧はMaria)

貝塚イリガエン(班gayen)遺跡､カタヤワン貝塚コンシソ遺跡､Table1)､較正年代で1294
-1560年を示し､いずれも貝層形成期より古い年代となっている｡

さらに貝層下のシル ト層からは無文の赤色スリップ土器群が検出されている｡遺物は他

にも土製耳飾､磨製方角石斧片､チャート製剥片石器などが得られている｡剥片石器の出
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土は洞穴遺跡で多く確認されているが､河岸段丘上では現在までにイリガェン遺跡でのみ

数点が確認されている｡しかしながら黄褐色のシル ト層中では土色に基づく遺構の確認は

困難で､赤色土器の他に少塵の動物骨､炭化物がシル ト層中から検出されるのみである｡

シル ト層中無文赤色スリップ土器群の年代は､イリガェン遺跡の-$0-一皿35cm で 2972-

3461年の較正年代が得られている(Tab且e皿).

2)内陸低地 :河岸から約 lkm､標高3-4mの低湿地に位置する貝塚群が､カガヤン河東

岸で現在までに3カ所確認されている｡現在これらの貝塚はいずれも周囲を水田に囲まれ

ているが､石灰岩台地にも近い｡遺跡範囲は径約 50m､貝層断面の観察から深度は2m以

上である｡淡水産二枚貝のほかに動物骨などの自然遺物が検出されているが､人工遺物は

1カ所の貝塚から剥片石器 1点が確認されているのみである｡いまだ発掘調査が行なわれ

ていないので年代については推測の域を出ないが､当該地域の土器出現以前に貝塚が形成

され､その後カガヤン河の沖積作用で埋没した可能性が考えられる｡

3)石灰岩台地上 :カガヤン河に面した標高約50mの石灰岩台地上に位置する｡発掘調塞

が行なわれたマガピット(Magapit)貝塚は台地上丘陵軽部に位置し､その規模は径 且Om､深
度5.5mである.遺物は沈線､刺突文をもつ赤色土器を中心として､磨製方角石斧､土製 B

骨製装飾品､動物 D魚骨等が出土している.マガピット貝塚の年代は一且m及び-2m出土

の炭化物2点を資料とする《=14年代が得られており､いずれもBP2800年となっている(マ

ガピット貝塚 :2800±140B]P:N-5396､ 2760±且2518P:N-5397).

4)石灰岩丘陵上 :カガヤン河東岸から直線で約 AOkmの石灰岩丘陵上には洞穴が分布し

ているOこれまでに発掘調査されたマバゴッグ(Mabamgog)洞穴内の遺物包含層には､河岸

貝塚と同種の貝が遺物とともに出土することが確認されている｡洞穴内の土壌は表面から

岩盤まで 30-40cm ほどしか形成されていないが､暗褐色土に貝､無文赤1邑土器､磨製方

角石斧片､チャー ト製剥片石器などが包含されている(小川 且999G).⊃

ラロ貝塚を主体的に形成する貝種は､カビビと呼ばれる淡水産二枚貝である｡このほか

に淡水産二枚貝2種､淡水産巻貝乱種､陸産巻貝3種が見られる｡これらの貝のうち淡水

産二枚貝3種と淡水産巻貝且種はいずれも現在採集され､食用とされている(小川 且997)｡

遺跡の満額

ラロ貝塚群申､現在までに発掘されたのはⅢ貝塚 皿5遺跡 (河岸自然堤防上9､石灰岩

台地上1､洞穴1)であるOこれまでの発掘調査によって得られた遺物とその出土層位の

関係をもとに相対編年を構築することが可能となってきた｡すなわち､河岸段丘上の貝塚

からは黒色土器が出土し､貝塚の下のシル ト層からは赤色土器が出土する｡.貝層中から出

土する黒色土器には有文(線刻文)と無文のものがある｡有文の黒色土器はバガッグ四amgag)
貝塚で顕著に出土するが､その他の河岸段丘上貝塚ではほとんどが無文の黒色土器である｡

ただしカ トウガン(Catug弧)貝塚からは有文から無文-の黒色土器の変化が層位的に確認さ

れている(田中1997a)Q

赤色土器に関しては､有文(列点文)のものが河岸石灰岩段丘上のマガピット貝塚から顕
著に出土するが､河岸段丘上のシル ト層中からはほとんどが無文で､列点文をもつものが
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これまでにわずかに数点しか確認されていない｡このように赤色土器の変化については､

同一遺跡で層位的に確認することができていないのが現状である.最近の分析では有文､

無文ともに赤色土器は器形､形成技術､胎土､焼成などに類似点が多いが､有文の赤色土

器のほうが無文のものよりも器種構成のバリエーションに富んでいるという結果を得てい

る｡無文の赤色土器は河岸以外にマバゴッグ洞穴からも出土している｡しかしここでは赤

色土器が貝や剥片石器とともに出土し､河岸の遺跡からの出土状況と異なっている｡すな

わち河岸では無文赤色土器はシル ト層中から､有文赤色土器は貝層中から出土するが､洞

穴では無文赤色土器が貝層中から出土する(,)､川 1998,2000d).このようにマバゴッグ洞穴
の無文赤色土器の出土状況は河岸遺跡での赤色土器のそれと離解をきたしているが､発掘

調査による資料の増加をまってこの間題を解決したい｡

これまでの限られた発掘調査による遺物と層位との関係から相対的な編年を暫定的に構

築するとすれば以下のように考えることができる｡黒色土器は貝塚の形成とともに､有文

から無文-の変遷をたどる｡貝塚が形成される以前のシル ト層から出土する赤色土器につ

いては層位的にその変化を確認していないが､暫定的に有文から無文-の変遷を想定して

きた(小川 1998,2000d).
これらの相対編年と今回得られた年代測定の結果(Tab丑e1)を比較してみると､新たな問
題を見出すことができる｡まずラロ貝塚群中最古と想定していたマガピット貝塚有文赤色

土器のC14年代2800遜野が､2972-3461年の較正年代をもつサンタマリア貝塚イリガェン
遺跡の無文赤色土器群と逆転する点である｡この点についてはこれまでのマガピット貝塚

のC摘年代測定値の精度が荒いため､今一度､同様の精度で資料を測定し､再度比較検討
する必要が生まれてきた｡黒色土器については有文から無文-の変遷が層位的に確認され

ているが､C掴年代の測定値は得られていないoまたこれら河岸の遺跡とマバゴッグ洞穴
の赤色土器との関係も年代測定によって確認する必要がある｡

以上のような問題点は､今後の発掘調査の結果をまたなくてはならないが､それは考古

遺物の調査のみではなく､カガヤン河下流域の古地形の変遷､農耕･貝採集｡漁労｡狩猟･採

集などの生業と環境改変との関係などの情報を獲得できるような調査デザインに基づき､

本研究を継続することによって可能となる｡年代測定はその基礎的な裏付けであることは

言うまでもない｡

文献田鎗
青柳洋治 (Aoya由,Y.)

1977 ｢研究史 ｡ルソン島及びその周辺諸島の考古学｣『日本民族と黒潮文化一黒潮の古代史序説』黒潮文化の会編

角川選書91:187-199(ArchaeologyofLuzonanditsadjacentaq乱 BlackCtm tCultureStudyGmup(ed.)Japnese

andBlackCm,mtCulEure-Ip7trtducEiontothePldislon'cCultureofBZackCunml-.KadokawaBooks.hJapanese)
1979 ｢ルソン島の古代史探訪｣ 『新 ｡海上の道一黒潮の古代史探訪-』黒潮文化の会編､角川選書 103:108-125.

(PrehistoricSuⅣeyoftheLIROnIsland.N ew MaritimeRaZd.hJapanese)

1983 GeneralStmeyinNorthemLuzon.InShirakihara,K(ed,)BatmlIslandOldNop功emLuzm:69-87,116-119,157-161.
Univ耶ityofKtmamoto_

青柳洋治 ｡田中和彦 (Aoyagi,Y.andK.Tanaka)

1985 ｢カガヤン川流域の貝塚土器をめぐる二､三の問題｣『上智アジア学』3:81-129(OnthePotteryfromShellMi血血s
intheLow打CagayanRiveT,JoumaZofSophiaAsianStudies3:81-I29.hJapanese.)

青柳洋治 ｡M.L.Aguilera,Jr.･,｣､川英文 ｡田中 和彦 (Aoyagi,Aguilera,OgawaandTan aka)

1986 ｢カガヤン川下流域の貝塚｣『上智アジア学』4:45-91(ShellMiddensintheLowqCagayanRiver.JoumatoSophia
AsianStudies4:45-91.hJap ese)

1988 ｢ラロ貝塚群の発掘｣ 『上智アジア学』6:63-104(ExcavationsofLal-loShellMiddens.JoumaZofSophiaAsian
Studies6'.63-104.hJapanese)

1989 ｢ラロ貝塚群の発掘2｣『上智アジア学』7:101-131(ExcavadonsoflallloShellMiddens(2)_JmmaZofSophiaAsibn

- 9-



Studies7:101-131.hJapame=se)

1991 ｢ラロ貝塚群の発振3｣ 『上智アジア学』9:49-137(ExcavationsoLa1-10ShellMidden叫3).JoumalofSophiaAsim
Studies9:49･137.hJapanese)

Aoyagi,Y.,H.OgawaandK Tanaka
1998 Excavation,aqldOn岨Ⅱ血 snscoveredattheMagapitShell-middenSite,inNorthemLuzon.『上智アジア学』15二
167-180.

Bautista,A,

1996aA血ma伽 mRenminsfromBangagI,Lal-lo,Caga押1.Typescript,NatiomlMuseum,Manila.

1996bAnimalRemains丘omDomtwiqueSite,Catugan,Lal･lo,Cagayan,Typescript,NationalMusetm,Manila.

1996cFieldReportonh1-10ArchfteOlogyProject,August-September1996.Typescnpt,NationalMuseum,Manila.
1997 ZooamhateologiCalrnAterials80mBangagAmhawlogiCalSite.T)野鉱rlpt,NationalMuselm,Manila.
C血 Iilla,Ⅰ.

1972 NeolithicShellmpundofCai;ayan:TheLa1-loExcavation.NationalMuseumofthePhilippines.FieldReport
DelaTo汀e,A.

1995 BriefRqport:TheI.81-10,Ca.gayanArchaeologicallloj∝t1995.Typesmpt,NationalMuseum,Manila.
1996 BriefReport:Cagayan ValleyArchaeologiCalfh)j∝t,SantaMaria,Lan-10,Cagayan fromFebnRuy7toMarch3,1996.
Type5mPt,NationalMuselnn,Manila.

1997 RapidCaveAssessm tRe押rtOfMabangogCavelM tedatSam Mariano,I.al･･lo,Cagayan.Typescript,National
Museum,Manila.

2000 PrehminBryReportofdieLa1-10,Cagayan,A托hikeOlogyProject:ClementeIrigayen坤 ySite(Ⅱ-1995-0),Santa

Maria,Lal-lo,Cagayan.『東南アジア考古学(JotmalofSoutheastAsianAmhaeolo･gy)』20
Garong,A.M.

1996aAReportontheA血 logiCalExcavationhFaustoSisonSr,,ShellMiddenSiteinBarangayCatayauan,Lal-lo,
Cagayan.Typesmpt,NatiomalMllSeun,Manila.

1996bProgressReportonthe1996AmhaeologiCal ExcavationoftheConcisoftope rtyShellMiddenSiteinBrangay
Catayauan,h1-10,Cagayan.Typescnpt,NationalMusetm,Mamila.

Gdfrln,P･B.BLndA.EsdokoJ3riLrTm(ed庖.)
1985 TheAgtaofNortheastemLuzon.CebuこSanCarlosUnivqsity.Press

Ogawa,H,andM.LAguilem,Jr.

1992 DataReport帆 theAmhaeologiCalExplqdionsondleLewqCagayanRivq,NorthemLuzon,Philippines.『国士舘大
学宗教 ｡文化研究所紀要 (JoumaZoflnsb.LuteofReLigionandCuLLure)』10:4ト114

小川英文 (Ogawa,H.)

1996a 『狩猟採集民ネグリトの考古学一共生関係が提起する諸問題-』､スチュア一一ト-ンリ(編)『採集狩猟民の現
在』 ‥183-222,言叢社 (ArchaeologyoftheNegritoHtmtiT一也 也打erS-the肌haeologiCalprobkmsontheSymbiotic,

Interdepad駄trehtionshipstdweenH鵬 トga也e柁rSZuldFameTS.InHenryStt以t(ed.)Gathepw-Hmter,TdLg'.:
183-222.Tokyo:Gensosha.lnJapanese)

1996b ｢東南アジア考古学-の招待｣､吉村作治編 『世界考古学』 :65-10臥 有斐閣 (htroducti｡ntoSoutheastAsian

Archaeology･hS.Yoshimura(ed_)WoTidArchaeol咽 ,:65-108.Tokyo:Yuhikaku.InJapanese)
1997 ｢貝塚洪水伝説-フィリピン､ルソン島北部カガヤン河下流域における貝採集民の民族考古学｣ 『東南アジア
考古学』17:119-166(ShellMiddenwasmadebytheNoachian Dduge.-Ethnoarch紀OlogyofdieShellMiddensand
ShellGa也e耶 intheLowerCagayanRiv打,No地emLuzon,Phihppin岱-.JoumalofSouLheastAsimlArchaeology17:
119-166･hJapanese)

1998 ProbkmsandHypothesesIDnthePrehistoricu -lo,Northem Luzon,Phihppines-ArchaeologicalStudyonthe
Prehistorichterdependencebetwem HmterJ3adler打SandFam耶 intheTropicalRainForest-『東南アジア考古学
(JoumalofSatheastAsianArchaeology)』18:123-166

1999a｢東南アジアと日本の貝塚の比較｣『季刊 考古学』66:29-34(TheComparisonbetw紹lSoutheastAsi皿andJapaqwse
ShellMiddenSites･QuaternaryJmmalofArchaeolow 66:29-34.hJap弧eSe)

1999b｢考古学者が提示する狩猟採集社会イメージ｣『民族学研究』63-2:192-202(Am血 logist'SlmageRepresenta也Onof
Htmter-GatherersinSoutheastAsia･TheJaFmeSeJoumalofEthnoZoBy63-2:192-202.hJapanese)

1999cExcavationoftheMabang()gCave,San MarianO,Lかlo,Cagayan,Phihppines.『東南アジア考古学 (JoumaIof
SoutheastAsianArchaeoZogコV)』19:93-114.

1999d ｢自然と生業｣上智大学アジア文化研究所編 『新版 入門東南アジア研究』‥23･･35､めこん 叩aturalSettingsand

SubsistenceofSoutheastAsia･hhstitdeofAsian CulttFeS,SophiaUniversity(ed_)ITl加血cl7'ontoSouEheasEA.siam

Studies,newedit7'opl:23-35･Tokyo:Mekong.InJapanese)
1999e ｢東南アジア 発掘の歴史と考古学の課題｣､吉村作治編『東南アジアの華 アンコール･ポロブ ドウ-ル』:75-89､

- 10-



平凡社 (SotAheastAsiEnArchaeology-itshistoTy皿disstheS.hS.Yoshimtm (ed.)AnkhorandBm bd8Cr.Tokyo:

壬由ibmsha.hJalpanese.)
20008｢狩猟採集社会と農耕社会の交流一相互関係の視角-｣､小川英文寓 『交流の考古学』:266-295､岩崎卓也監修
『シリーズ 現代の考古学』第 5巻､朝倉書店 (PFehiscorichtemcdmsbetweenHtnteFJ3athem s andFam hq S-

spi:CidTefeTmCeto也母htqdqp孤dency.血R Ogaw (ed,)AmhacologdlntmZd ims.(AmhamlogyTodayScri缶Vol.
5),Tokyo:Å血 Shoten.hJqp血eSe).

200Ob｢緒論 交流考古学の可能性｣､小川英文編 『交流の考古学』:I-20､岩崎卓也監修 『シリーズ 現代の考古学』

第5巻､朝倉書店 (血troducdm -PerspectivesinA伽 logyofhteracti瓜 hH.Ogawa(ed.)Apt:hacohw of
lngcncCims.(Å血 logyTぬ ySeriesγol.5),Tokyo:Asaktm Shoten.hJ叩収拾虻).

2000C｢狩猟採集民｣､｢ナショナリズム｣､｢文明｣､安斉正人編 『用語解説 現代考古学の方法と理論 Ⅲ』:131-141,
187-198,227･234,同成社 (H触 J3athem ,N血onalism,Civilizadm.hM.A配ai(ed.)MedlOdandTheoy ipI
Avt:haQOIw 7加妙 Vol.3:131-141,187-198,227-234.Tokyo:D血辞i血 ,血JapzSrLeSC).

2000d(ed.) 『ラロ貝塚群の発擬調査一東南アジア島喚部先史時代の考古学的調査-E3mVBitiotLOftheLaL-LoShett
Mktdens』269pages､文部省科学研究費報告書 (柳 fq血eGm舶･in-Aid敵 地emado胡由Sde地政 鮎部湖地
坪ic旭触 朝邪知)oQTheR戯血sbyoC正血切痕on,Sei¢皿鍔,Spo加Sa地象C此 花PonbtASho),hE噛 ish).

伽喝0,A･

19SO TheA血 iogical放cavati瓜 attheCortczSite,CamalaniugaQCagayan.N血onalMusctn of也ePhihppizHS.FidLd
RqpoFt.

1995PrehnharyReport:Resdt:ResdtofArchaex)logicalExplorahon孤dExはⅤ血onconductcd威し山一lo,Cagayanh vhcc,

Jdy28toAugust26,1995.Typescnpc,NationalMuseum,Manila.
Petm n,J.T.andW.Petq son.

1977 hnph血 onsofContemporary andPrehistoricExchangeSy如ns,hAllen,I.,J.Gdson皿dR.Jm es(cds.)S肋 由and
Sahul,NewYork:AcademicPress.

Headl氏nd,T.N.andL.A.Rcid

1989mLntCTib thweqs弧dtheirNdghbws丘omPrehistorytOthe托esent.CupTlentAnめnpoLw 30-1:4346.

Rambo,A.T.,K.仇llogy皿daL.H伽 (eds.)

1988 肋 8.CLh'vepTW'秒apd鮎 cm加lofNa細mIResouFTeS3'nSm肋孤好Asid.Michigan】海野 SOnScFudlandSoudleaStAs血

No.32.Am Arbor:UhiversityofMichiganrtess.

Ronquiilo,W.

1981TheTechw戚癖のIapBdFSePWh.mealAp2aか由 ofdSeLC'bhic触 rぬtsjh柵勉belCL"C,Nor功em Luzon.Phi蜘 CS.
jhthmpologicalPapaNo.13.浪曲mila:NahonalM血 mofthePhilippines.

Romquino,W.弧dA.Samti喝0

1977A加わ戯めlo由堀lCav雌and坤 弧Sites叫 o血 m atPcmblzmca,Cagay弧Provhyce.N由iQnaiM珊 mOfthe恥 .

FieldReport.
Snow,B.A.amd及.ShudeT,Jr.

1985 ThQA陀ゐCCVLqgydFugaMoovlslbnd.Cebu:S弧C肝losU由Ⅴ打SityPre粥.
田中和彦(Tanaka,K.)
1996 ｢ルソン島北部における方角石斧に伴う土器の検討一洗練による連続菱形文土器の検討-｣『東南アジア考古
学』16:149-160 (TheTypologi腿IAmlysisofthePoueryassociatdwiththe㈱ qShneAdzcSeXCaVZItedin
NorthemLuzon-Theanalysisofthepotterywiththehciscddiawndpattem皿dacirc血 血rnssi孤 in助Chdizmmd

pattem-.JoumalofSbu&heastAsibnApThaeolw 16:149-160.hJapaul蹴 )
1997血｢カトウガン貝塚の発振調査｣『東南アジア考古学』17:210-225 (nd血血町RqprtofdleExca血 ofCatugzn
Shell-mi血 ,Ld-1oCagayan,Philipp血S.Jm LofSm功eastAsimBApThaeotw 17:210,225.h Japanese)

1997bTheKitefhotogzIIPhyofBangagIShcu-middm S如,Ld-lo,Cagayan,Phihpdnes.JoumaZ d Sdhew As由打

ArchaQOLow 17:197-209.
1998aPrelimin打yReportof也eA托hzLeDlogicdExcavati皿 OfC血gm Shen-mid血 (D血 queSite),Lal-lo,CagaLyan,
PhihppirBCS,『千葉敬愛短期大学初等教育科紀要』20:149-177

199Sb｢サン｡ロレンソⅢ貝塚(シリバン遺跡)の発振調査とその問題｣『東南アジア考古学』18:263-289

1998cProblemsandExcav血onofSBLnLo和IZOⅢ ShewMiddin(Siriban Site),i.由一lo,Cagayan,Philipdncs.Bu/LCCip30f
ShO棚AcalemiaMwicaclS:109-135.

1998d｢ルソン島北部､ラロ貝塚群､バガッグⅠ貝塚の発振調査と若干の問題｣『上智アジア学』 16:171-211

199Se｢ルソン島北部､カガヤン川中流域､サ ンタ ･マ リア町 ､キナ ビガン村の土器作り｣『環境情 報 研究』6:123-152

19998｢フィリピン､ラロ貝塚一巨大貝塚 の発 擬 と成 果｣『季 刊考 古学』66:75-78

1999bTheA地aeologicd Ex腿Ⅴ血 cmofBan弼 ISは lMidden,L払 lo,Cagayan,円山ipphes. 『東南ア ジア考古学jt(Jow l

ofSou娩ewsgAsia AptThaeoLogy)』 19:71-92

- ll-



2000 ｢長距離交易とフィリピン低地社会の社会統合過程｣､′J､川英文編 『交流の考古学』､岩崎卓也監修 『シリーズ
現代の考古学』第5巻､朝倉書店 (LongDistanceT血kad n ∝ essofSocialhtegrad孤inthePhihppineLowland
S∝iety.hH.Qawa(ed.)ノb haeoL嘩yaflpltmlCh'仰S･(AmhzLeX}logyTodaySeriesVol･5),Tbkyo:As aktm ShoteR h

Japanがe).
樋泉岳ニ(Toizumi,T.)
1999 ｢BaLtBSaChl.hlrmiの季節的成長パターンと死亡季節査定の可能性(予察)｣『東南アジア考古学』19:57-69,

IdentificadonoftheSea弧は止GmwthPattem andD飴ths醐 l0fBatissachildreni.JoupMtOfSoutheastAsima
Aut:hoeoLqgyI9:57･69_

Thel,B.

1980 SubsistenceChzngeandCo此inuityinSoutheastAsianPrehistory.PhD.Dissertati叫,Uhiv耶ityofnlinois.

1989 Exc&vadonsattheL姐･loShelhlid血mS,Northm Ll況On,Philippines.AsianPc喝好CtivesXXⅥ王,No.1:71-94.
1990 Excavatio鮎aLtA血 Cave,NordldmLtxzon,Phihppines･AsibnPepypQCCivesXXVnNo.2:2291264.

- 12--



J

eA
虚

邑

昏

讐

⑳
鳶

志

-

O
S
@
%
攣
層

6
0
8富

農

選

⑳慧
O
d選

∈葛

窒

S
旧m

･
雷

â
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S托e Sample Aces.Numbe Layer/Feature Cpth(cm hbNo. %C %N C爪F13C(‰ d15N(‰ 4cdatc(yrBP alibrateddate (calBP) Lab.Code

-Dombrique,Catugan humanbonc ⅠⅠ-95-q-12 budal 20､-60 00HMO4 40.3 14.4 2.8 -18.5 9.2 1880士20 1876-1736 100% M A2-757

Sison,Calt魯yauan humanbone Ⅰト95-p-212 burial 30､-60 00HMO7 43.1 14.5 3.0 -19.4 10.1 1145士20 1069-979 100% NtJrA2-903

COnciso,Catayauan animalboneⅠト96-V2-105 ShellLayer 35 00HM17 35.2 8,7 4.0 -21.6 12.3 1115士25 1056-957 100% NUTju-1852

･Conciso,Catayauan animalboneⅠト96-V2-1993 ShellLayer 70 00HM18 51.7 14.3 3.6 -16.0 9.0 1125土25 1059-962 100% m ju-1853

3conciso,Catayauan animalboneⅠI-96-V2-2038 SheIILayer 80 00HM19 49.4 14.3 3.5 -21.8 ll.3 1220士25 1174-1058 98.3% NUrA2-1854.

氾onciso,Cat白yauan animalboneⅠⅠ-96-V2-246 ShellLayer 98 00HM21 43.1 15.0 2.9 -22.2 9.2 1215士25 1173-.1057 99.6% NUTA2-1855.

pConciso,Cat包yauan animalboneⅠト96-V2-250 Sh¢llL8y¢r 105 00HM22 51.1 14.0 3.7 -18.3 9.2 1185士25 1161-1050 89.4% NtJrA2-1858-

･′Conciso,Catayauan animalboneII_96-V2-394 ShellLayer 122 00HR423 45.2 12.6 3.6 -13.3 ll,7 1240士25 1189-1063 87.2% NUTju-1859

ConciSo,Catayauan animalboncⅠⅠ_96-V2414 Sh811Layer 135 00HM16 42.9 15.3 2.8 -20.8 6.6 1240士25 1189-1062 88.1% NUTA2-1851

_≦Conciso,Catayauan animalboncⅠⅠ-96-V2-5483 ShellLayer 146 00HM24 42.9 15.1 2.8 -22.6 7.4 1225土25 ll74-1060 98.1% NUTA2-18601

･≧Conciso.Cぬ yauan humaJlboneⅠト96-V2-6327 burial 165 00HM25 40.0 13.6 3.0 -20.I 9.7 1460士25 1384-1294 100% NtTrA2-1861

･frigayen,SantaMaria humanbone ⅠⅠ-95-0-9596 burial 80-102 00HMO8 14.7 5.0 3.0 -19.4 8.8 1635土20 1560-1488 85.4% NtTrA2.904

.日rigayen,SantaMaria charcoal ⅠⅠ-95-0-9695 Pitd,Layer2 0-W-8695 -24.8 1510士20 1411-1334 100% NUTA2-910

.Irigayen,SantaMaria charcoal ⅠⅠ-95-0-8700fe8ture2,Layer2 0-W-8700 -26.4 ｢ 二 1490士35 1418-1297 9も.7% NUTA2-911

LJrlgayen.SantaMaria charcoal Ⅰト95-0-8705N5W8,Laycr3 111 0-W-8705 -26.1 2925土20 3089-2972 85.5% NLrrA2-912 :
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Jrigayen,SantaMaria charcoal Ⅰト95-0-9598N6W7,Layer3 80-80.5 0-W-9598 -28.2 3025士20 3270-3149 87.4% 7m A2-914 :

Jrigayen,SantaMaria charcoal ⅠⅠ-95-0-9601N3W6,Layers132-135.50-W-9601 -25A 3185士25 346ト3360 100% NUTA2-917
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